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   The urinary CYFRA 21-1 value corrected for urinary creatinine (ng/ml/creatinine), was studied 
in the urine of patients with urothelial tumors. To examine its clinical significance we studied 
urinary CYFRA 21-1 excretion (ng/ml/creatinine), in a total of 22 urine samples from patients 
with bladder cancer, 7 from patients with renal pelvic and ureteral tumor, 6 from patients with 
urinary infection 6 from patients with urinary diversion called ileal conduit, and 8 from healthy 
adult men. The excretion of CYFRA 21-1 in urine was determined by two specific monoclo-
nal antibodies (Ks 19.1 and BW 19.21). 
   The mean value of urinary CYFRA  21-1 in healthy adult men was  1.96±1.33 (mean±SD) ng/ 
ml/creatinine. 
   Urinary CYFRA 21-1 showed a higher value in the urine of urinary infection and urinary 
diversion. As to bladder cancer, urinary CYFRA 21-1 showed a higher value in a larger volume 
of tumor than in a smaller volume of tumor in transitional cell carcinoma regardless of the grade 
and stage. 
   These findings suggest that urinary CYFRA 21-1 may be a non-specific marker in urothelial 
tumors. 
                                                (Acta Urol. Jpn.  41: 589-592, 1995) 
















対 象 は 尿路 感 染 症 症 例6例(男 性:2例,女 性:4
例,平 均 年 齢:35.6歳,原 疾 患 は 全 例,膀 胱 炎),尿
路 変 更 術(回 腸 導 管)施 行例6例(全 例:男 性,平 均
年 齢:68.4歳,原疾 患 は 全 例,膀 胱 癌),腎 孟 ・尿 管
腫 瘍 症 例7例(男 性=4例,女 性:3例,平 均 年 齢=
70.4歳),膀胱 腫揚22例(男 性:15例,女 性:7例,
平 均 年 齢:60.7歳)お よび 健 康 男子 成 人(平 均 年 齢:
34.6歳)であ る.腎 孟 ・尿 管 腫瘍 の病 理 組 織 学 的所 見
は 全 例,移 行 上 皮 癌,grade2:3例,grade3=
4例,pT1:1例,pT2:4例,pT3b:2例 で あ る.
また,膀 胱 腫 瘍 の 病 理 組 織 学 的所 見 は 扁平 上 皮 癌:
1例,移 行上 皮 癌=21例,gradel:5例,grade2:
10例,grade3:7例,CIS:3例,pTa:6例 ・
pTi:8例,pT2:4例,pT3b:1例 で あ る(Table
l).
検 体 尿 は尿 路 感 染 症 症 例,回 腸 導 管造 設 症 例 は 外来
の ス ポ ッ ト尿 と し,尿 路 上皮 腫 瘍 症 例 は入 院 後 の 早朝







19フラ グ メ ソ トを検 出 す る測定 キ"iトと してBoden一
壺ullerら2>の報 告 したCYFRA21-1を 用 い ・2ス
テ ップサ ソ ドィ ッチEIAで 行 った.す なわ ち,ス ト
レプ トア ビジ ソ を コ ーテ ィソグ した ポ リエ チ レ ソチ
ューブに堺準液もしくは血清検体または尿検体をビオ
チソ化抗体'(Ksl9.1)とともに加え反応させた後,































健康 男 子 成 人 の 尿 中CYFRA21-1の 平 均 値 は
1.96±1.33ng/ml/Cr(mean±SD)であ った.各 種 疾
患 に おけ る 血 中 お よ び 尿 中CYFRA21-1の 値 を
Table2に示 す.血 中CYFRA21-1値 は 尿路 感 染
症 症 例:3.00±O.63ng/m1,腎孟 ・尿 管 腫 瘍 症 例=
5.63±3.64ng/m1,膀胱 腫 蕩(扁 平 上 皮 癌)症 例=
16.Ong/ml,膀胱 腫瘍(移 行上 皮 癌)症 例:2・93±2・12
ng/ml,膀胱 腫 瘍 一 扁 平 上 皮 癌症 例 にお い て 高 値 を 認
め た.ま た,尿 中CYFRA21-1値 は 尿 路 感 染 症 症
例:92・60±67・80ng/ml/Cr,回腸 導 管症 例:2,224」2
±1,290.46ng/ml/Cr腎孟 ・尿 管腫 瘍 症 例:38・81±
25.79ng/ml/cr,膀胱 腫 瘍(扁 平 上皮 癌)症 例:1・280・o
ng/ml/Cr,膀胱 腫 瘍(移 行 上 皮 癌)症 例:36.82±
65.44ng/m1/Cr,と尿 路 感 染症,回 腸導 管,膀 胱 腫瘍
一 扁 平 上皮 癌 に お い て よ り高 値 を認 めた.
つ い で,膀 胱 腫 瘍 一移 行上 皮 癌 を1)上皮 内癌(CI-
S),2)単発 例,3)多発 例,に 分 け,さ らに 単 発 例 を そ
の 腫瘍 の大 き さか ら,lcm未 満,1～3cm,3cm以
上,に 分 け て 検 討 した.そ の 結 果 はTable3に 示
す.血 中CYFRA21・1値 はCIS症 例:2・73±1・53
ng/ml,単発 一1cm未 満:1・93±o・76nglml・単発 一1
～3cm:3,61±3.24ng/ml,単発一3cm以 上:3.18±





























値 はmean±SDで 示 す.itとbの 間 に は有 意 差 あ り(p<G.01)
群 間 に は統 計 学 的 に有 意 差 は 認 めな か った.一 方 尿
中CYFRA21-1値 はCIS症 例:6・03±4・74ng/ml!
Cr,単 発 一lcm未 満:O.90±0・36ng/m1/Cr・単 発
一1～3cm=4.87±1.95ng/ml/Cr,単発 一3cm以 上=
29.80±13.88ng/ml/cr,多発 例:150・70±lo6・33
ng!ml1Cr,と多 発 例 が他 の 群 に 比 して 統 計 学的 に 有





の一つであるサイ トケラチンは,デ ス ミソ,ビオチン
などとともに上皮細胞の中間フィラメソトを形成する
ケラチン線維蛋白であり,分子量40～70kDaのポ
リペプタイ ドで,等 電点 によって酸性に属するtype
1と中性～塩基性に属するtype2に大別される.サ
イ トケラチンはヒトの上皮細胞系で は19種類のsub-
unitに分類され,な かでも,サ イ トケラチソ19フラ
グメントは分子量40KD・,等電点52でtypelに
属 し1),近年,肺 非小細胞癌時に血中に大量に検出さ
















助手段になりうることは周知の ところで ある.そ こ
で,今回,わ れわれ は尿中CYFRA21-1が尿路上
皮腫蕩において腫瘍マーカーとして有用となりうるか
を検討 した.そ の結果,腎孟 ・尿管腫瘍と膀胱腫瘍の
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